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「妊娠・分娩」に関する昨今の話題

落合 和彦東京都医師会・理事

◆ 我が国の少子化問題と東京都の課題

◆ 分娩の保険診療化導入の問題点
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厚労省資料より

⚫ 合計特殊出生率の都道府県格差
沖縄：1.60    長崎：1.49
北海道：1.09 東京：0.99

⚫ 都市圏への人口流入（特に若年者）
 日本全国の少子化に影響している

⚫ 生涯未婚率は男性約30％、女性20％
 2050年には40％との試算もある

⚫ 東京都では、とくに結婚しない（できない）
 男女が増加している

⚫ 結婚しない（できない）理由は多岐にわたるが
 経済的な理由は大きい。

⚫ 国・都の経済支援はかなり充実してきたが
 職場の支援策がさらに求められている。
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出産費用（正常分娩）の地域差（全施設）

3

都道府県によって
平均額に20万円以上の差

出典：令和5年9月7日 第167回社会保障審議会医療保険部会 資料2 「出産費用の見える化等について」より



正常分娩だけについての給付では、分娩の全体像を反映した給付にはならない
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成長過程にある小児に関する事項

「子ども真ん中」を読み解く

理事 川上一恵
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小児に関する課題

• 子育て家庭を、医療はどのように支えることができるか？

小児科外来における産後ケア

• 増える乳幼児健診

１か月健診、５歳児健診

• 感染症予防の新たな視点

妊婦への予防接種で赤ちゃんを守る（RSウイルス、百日咳）

• 発達に課題を抱える児童生徒が8.8%

乳幼児期からの見守り、指導体制の整備

• 子どもの心を守り、育てる

いじめ、自殺、不登校、ヤングケアラー

2



健康意識を高めるための
学校保健活動

学校保健担当理事

弘瀨知江子
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学校保健活動の実際

学校保健管理
子どもたちの健康の保持・増進を図る活動であり、
健康診断、感染症予防、環境衛生の改善にかかわ
る活動

学校保健教育
体育科や保健体育などにおける保健学習と、学級
活動や学校行事、部活動などにおける保健指導に
加え、学校医を中心とした健康教育の実践
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保健管理による健康意識の向上

 個人の健康管理、感染症予防、環境衛生の改善にかかわる活動
を通して健康意識を高める。

 

健康管理：

予防接種歴などの個別情報の確認、朝の健康観察など

感染予防の実践：

手洗い、うがい、必要時のマスクの使用、消毒薬の使用など

環境衛生の改善：

教室内の換気・採光・照明・保温・騒音など教室内の環境の改善。

飲料水の水質など。その他学校全体の環境衛生
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保健教育による健康意識の向上

ヘルスリテラシーを身につけること

そのための取り組み（指導）

１）生活習慣（健康診断、がん教育、喫煙防止、睡眠、食事指導など）

２）健康面（ICTと眼科疾患、ICTと耳鼻科疾患、メンタル対策など）

３）感染症対策（新型コロナ感染症など、性感染症、ワクチン接種など）
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ウエルビーイングと健康診断

栄養管理はメタボ予防からフレイル予防へ

東京都医師会 理事 鳥居 明

1
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特定健康診査
•  生活習慣病 動脈硬化 血栓形成 脳梗塞、心筋梗塞

• メタボリックシンドロームに注目：メタボ健診

•  内臓脂肪型肥満 腹囲測定（男性85㎝以上、女性90㎝以上）

   ① 高血圧：収縮期血圧130㎜Hg以上、または拡張期血圧85㎜Hg 以上

   ② 脂質異常：中性脂肪150㎎/dl以上、またはHDLコレステロール40未満

   ③ 糖尿病：空腹時血糖100mg/dl以上、またはHbA1c5.6%以上

2項目以上該当：メタボリックシンドローム該当、１項目該当：予備軍該当

• 対象：40歳～74歳
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がん検診（対策型）

種類 検査方法 対象年齢 検診間隔

胃がん
胃X線検査
内視鏡検査

40歳以上
50歳以上

年1回
2年に1回

肺がん
X線検査

喀痰細胞診検査
40歳以上

50歳以上で喫煙指数600以上
年1回

大腸がん 便潜血反応検査 40歳以上 年1回

乳がん 乳房X線検査 40歳以上 2年に1回

子宮頸がん
子宮頸部細胞診検査

（HPV検査）
20歳以上

（30歳以上）
2年に1回

（5年に1回）
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健診（検診）の重要性と年齢に応じた対応

＊超高齢社会における生活習慣病の増加、がんの増加

＊健診（検診）は生活習慣病、がんの二次予防

早期発見・早期治療

健康維持、医療費の削減 ＜特定健診・特定保険指導、がん検診＞

＊栄養管理はメタボ予防からフレイル予防へ ＜60歳～75歳が返還点＞

＊サクセスフルエイジング ＜上手な年のとり方＞

＊ウエルビーイングを見据えた健康診断と栄養管理 ＜年齢に応じた対応の見直し＞

＊健康寿命の延伸から幸福寿命の延伸へ
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ひとりひとりの健康努力が
社会貢献

令和6年6月11日

東京都医師会定例記者会見

産業医担当理事 水野重樹
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